
※
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
作
成
の
際
、
免
許
証
等

の
ご
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

【
新
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
つ
い
て
】

①
１
枚
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
本
館
・
分
館

の
利
用
が
可
能

②
所
蔵
館
に
関
係
な
く
返
却
が
可
能

③
Ｈ
Ｐ
で
分
館
の
資
料
も
検
索
・
予
約
可
能

※
利
用
館
と
所
蔵
館
が
異
な
る
場
合
（
例：

本
館

所
蔵
の
資
料
を
分
館
で
借
り
た
い
場
合
）
は
資

料
を
配
送
す
る
た
め
時
間
が
か
か
り
ま
す

み
す
ゞ
ト
ー
ク
in
な
が
と
開
催

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
矢
崎
節
夫
館
長
と
上
村

ふ
さ
え
さ
ん
の
対
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
９
日
（日）

13：

00
〜

●
場
所
　
長
門
市
立
図
書
館
・
視
聴
覚
室

●
定
員
　
先
着
80
人
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

●
参
加
費
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
立
図
書
館
　
　
　
TEL
26
‐
５
１
２
３

金
子
み
す
ゞ
記
念
館
　
　
TEL
26
‐
５
１
５
５

資
料
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す

資
料
点
検
の
た
め
、
本
館
は
２
月
26
日
（火）
か

ら
29
日
（金）
ま
で
、
分
館
は
２
月
19
日
（火）
か
ら
22

日
（金）
ま
で
休
館
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
は
図
書

館
業
務
を
す
べ
て
停
止
し
ま
す
の
で
、
電
話
等

に
よ
る
資
料
の
お
問
い
合
わ
せ
に
は
対
応
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゆ
や
分
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

図
書
館
シ
ス
テ
ム
統
合
作
業
に
と
も
な
い
、

２
月
28
日
（木）
と
29
日
（金）
は
休
館
し
ま
す
。

新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
稼
動
開
始
！

３
月
１
日
か
ら
本
館
・
分
館
の
利
用
は
１
枚

の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
で
可
能
と
な
り
ま
す
。

従
来
の
ゆ
や
分
館
の
利
用
カ
ー
ド
は
、
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
本
館
用
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
新
し
い
図
書
館

利
用
カ
ー
ド
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
利
用
カ
ー

ド
申
込
書
は
ゆ
や
分
館
、
本
館
に
あ
り
ま
す
。

３／１（土）13：30～
「こどもにんぎょう

劇場③日本編
つるのおんがえしほか」

（45分）

３／22（土）13：30～
「やったぜ！
なっとうボーイ③
ニセなっとうボーイ」

（20分）

新
着
図
書
（
本
館
／
一
部
）

「
篤
姫
の
生
涯
」
宮
尾
登
美
子
、「
ウ
エ
ザ
・
リ

ポ
ー
ト
」
宇
江
佐
真
理
、「
目
覚
め
よ
と
彼
の
呼

ぶ
声
が
す
る
」
石
田
衣
良
、「
い
っ
そ
悪
女
」
唯

川
恵
、「
魔
物
（
上
・
下
）」
大
沢
在
昌
、「
マ
ザ
ー

ツ
リ
ー
」
Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
、「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
警
察

25
時
」
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ウ
ォ
ン
ゴ
ー
、「
天
使
は
容
赦

な
く
殺
す
」
グ
レ
ッ
グ
・
ル
ッ
カ
、「
も
う
、
自
分

年
金
を
作
る
し
か
な
い
！
」
浅
井
隆
、「
そ
う
だ

っ
た
の
か
！
中
国
」
池
上
彰
、「
教
育
基
本
法
の

改
正
で
教
育
は
ど
う
変
わ
る
か
」
高
階
玲
治
、

「
ま
さ
か
！
の
と
き
の
生
き
残
り
塾
」
進
士
徹
、

「
ボ
ケ
な
い
技
術
」
奥
村
歩
、「
ス
キ
ン
ケ
ア
の
常

識
・
非
常
識
」
木
更
容
子
、「
塩
と
ス
パ
イ
ス
の
お

菓
子
」
荻
田
尚
子
、「
堆
肥
・
有
機
質
肥
料
の
基
礎

知
識
」
西
尾
道
徳
、「
セ
ン
サ
と
デ
ジ
カ
メ
で
遊

ぶ
電
子
工
作
入
門
」
光
永
法
明
、「
Ｃ
型
肝
炎
Ｂ

型
肝
炎
」
中
嶋
俊
彰
、「
図
説
・
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ

ー
建
築
」
橋
本
文
隆
、「
絵
封
筒
を
お
く
ろ
う
」
き

た
む
ら
さ
と
し
　
ほ
か

夢をかなえるゾウ
水野　敬也／著
飛鳥新社／出版

主人公は自分の人生
を変えようとします
が、失敗に終わって

しまいます。しかし、ある日突然、ゾ
ウの姿をした“ガネーシャ”という神様
が現れ、「自分が出す課題をこなしてい
けば、必ず成功する」と言います。
果たして主人公の人生は…？

三
隅
川
河
口
か
ら
四
・
五
km
程
上
流
、
湯

免
温
泉
で
知
ら
れ
る
湯
免
地
区
の
南
側
丘
陵

地
帯
に
湯
免
遺
跡
が
あ
る
。

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
二
年
、
通
称
周す

田だ

川ご
う

山や
ま

北
斜
面
の
開
墾
時
に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
昭
和
五
十
三
年
の
県
営
圃
場
整
備
事

業
と
平
成
十
二
年
の
町
道
改
良
工
事
に
伴

い
、
山
口
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
、
弥
生
時
代
前
期
末
（
紀
元
前

二
〇
〇
頃
）
か
ら
十
五
世
紀
頃
ま
で
の
集
落

の
複
合
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

遺
物
の
う
ち
、
弥
生
時
代
の
も
の
は
、
直

径
約
七
ｍ
の
円
形

え
ん
け
い

竪
穴

た
て
あ
な

住
居
跡
な
ど
と
と
も

に
、
弥
生
式
土
器
や
石
斧

せ

き

ふ

な
ど
の
石
器
類
、

木
の
実
や
木
の
葉
な
ど
食
料
の
一
部
と
見
ら

れ
る
自
然
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
中
で
も
、

直
径
三
十
cm
程
あ
る
弥
生
式
土
器
の
壷
に

は
、
肩
部

け
ん
ぶ

に
木
や
竹
、
骨
あ
る
い
は
貝
殻
な

ど
で
細
や
か
に
描
か
れ
た
沈
線

ち
ん
せ
ん

文も
ん

が
あ
る
。

古
墳
時
代
は
、
方
形

ほ
う
け
い

竪
穴
住
居
跡
が
あ
り
、

北
辺
中
央
部
に
は
粘
土
で
構
築
さ
れ
た
カ
マ

ド
が
確
認
さ
れ
た
。
住
居
跡
か
ら
は
、
土は

師じ

器き

の
鉢は

ち

や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
な
ど
が
出
土
し

た
ほ
か
、
カ
マ
ド
内
に
土
師
器
の
甕か

め

、
甑

こ
し
き

が

破
砕
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
祭
祀

さ
い
し

行
為

の
存
在
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
平
安
時
代
前
期
の
須す

恵え

器き

や
後
期

の
輸
入
磁
器
な
ど
が
出
土
し
た
ほ
か
、
中
世

湯

免

ゆ

め

ん

遺

跡

い

せ

き

発掘調査当時の湯免遺跡（平成12年調査）

湯免遺跡

一
人
乗
り
小
型
漁
船
で
の
船
外
転
落
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
４
月
１
日
か

ら
、
一
人
で
小
型
漁
船
を
操
縦
し
漁
を
す
る
場

合
は
、
救
命
胴
衣
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
万
が
一
海
中
に
転

落
し
た
場
合
に
お
い
て
、
皆
さ
ん
の
尊
い
命
を

守
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
小
型
漁
船
に

乗
船
す
る
場
合
の
ほ
か
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

で
の
遊
漁
や
磯
釣
り
の

場
合
な
ど
で
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着

用
し
ま
し
ょ
う
。

新
着
図
書
（
ゆ
や
分
館
／
一
部
）

「
相
性
大
全
」
リ
ン
ダ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
、「
イ
チ

ロ
ー
思
考
VS
松
坂
思
考
」
児
玉
光
雄
、「
ガ
ラ
ク

タ
を
捨
て
て
、
ス
ッ
キ
リ
暮
ら
す
」
飯
田
久
恵
、

「
絵
本
佐
賀
の
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
島
田
洋
七
、

「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
や
る
ぜ
！
ダ
イ
エ
ッ
ト
大
さ

く
せ
ん
」
原
ゆ
た
か
、「
ダ
ッ
ト
さ
ん
」
こ
も
り
ま

こ
と
、「
は
つ
ゆ
き
」
西
片
拓
史
　
ほ
か

尊
い
命
を
守
る
た
め
に

の
掘
立
柱

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

建
物

た
て
も
の

九
棟
の
跡
や
古
墓
も
発
見
さ

れ
、
同
時
に
人
骨
の
一
部
や
副
葬
品
に
用
い

ら
れ
た
杯つ

き

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
遺
物
の
発
見
に
よ
り
、
こ
の
台

地
に
は
永
年
に
亘
っ
て
、
人
が
居
住
し
て
い

た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
湯
免
遺
跡
は
、
三

隅
地
域
随
一
の
古
代
遺
跡
で
あ
り
、
弥
生
時

代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
三
隅
地
域
の
生

活
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

下
関
の
綾
羅
木
、
土
井
ヶ
浜
遺
跡
に
始
ま

り
、
油
谷
荒
人

あ
ら
ひ
と

遺
跡
、
日
置
の
高
畑

た
か
は
た

遺
跡
、

仙
崎
の
山
上
山

さ
ん
じ
ょ
う
や
ま

古
墳
群
、
そ
し
て
湯
免
遺
跡

と
日
本
海
岸
を
北
上
す
る
が
如
く
、
古
代
人

の
足
跡
を
辿た

ど

る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室
に
湯
免

遺
跡
出
土
品
の
一
部
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

竪穴住居跡から出土した土器類


